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二
十
五
年
の
後
佐
賀
藩
主
鍋
島
直
正
は
伊
東
玄
朴
の
進
言
に
よ

り
、
藩
医
楢
林
宗
建
に
命
じ
て
オ
ラ
ン
ダ
商
館
医
オ
ッ
ト
ー
・
モ

ー
ニ
ッ
ヶ
を
通
じ
て
、
バ
ダ
ビ
ア
か
ら
牛
痘
痂
を
入
手
し
た
。
嘉

永
二
年
二
八
四
九
）
宗
建
・
モ
ー
ニ
ッ
ケ
等
は
牛
痘
苗
の
種
痘

に
成
功
し
た
。
痘
苗
は
直
ち
に
江
戸
藩
邸
の
伊
東
玄
朴
に
送
ら

牛
痘
接
種
法
は
一
七
九
六
年
（
寛
政
八
年
）
エ
ド
ワ
ー
ド
・
ジ

ェ
ン
ナ
ー
に
よ
り
開
発
さ
れ
、
そ
の
有
効
性
と
安
全
性
の
た
め
急

速
に
各
国
に
普
及
し
、
一
八
○
五
年
に
は
ジ
ャ
ワ
に
ま
で
達
し
て

い
た
が
、
長
崎
に
輸
入
さ
れ
る
ま
で
に
は
更
に
四
十
年
以
上
の
年

月
を
要
し
た
。

こ
の
間
文
政
七
年
二
八
二
四
）
ロ
シ
ヤ
に
囚
わ
れ
て
い
た
蝦

夷
地
の
番
人
中
川
五
郎
治
が
牛
痘
苗
を
持
ち
帰
り
、
蝦
夷
か
ら
東

北
の
一
部
に
種
痘
を
施
し
た
が
、
他
地
方
に
は
広
が
ら
な
か
つ

た
0

38

安
中
藩
主
板
倉
侯
の
種
痘
事
業

清
水
英
一

れ
、
又
京
都
日
野
鼎
哉
・
大
阪
緒
方
洪
庵
ら
各
地
の
蘭
方
医
に
分

配
さ
れ
た
。
し
か
し
各
地
の
漢
方
医
特
に
江
戸
で
は
、
幕
府
医
学

館
の
抵
抗
に
よ
っ
て
、
組
織
的
な
普
及
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
。

我
々
群
馬
県
碓
氷
安
中
医
師
会
史
編
集
委
員
会
は
、
幕
藩
時
代

の
医
療
情
勢
を
調
査
中
の
所
、
既
に
安
中
市
文
化
財
調
査
委
員
会

が
安
中
藩
主
板
倉
勝
明
が
領
民
に
施
し
た
種
痘
の
記
録
を
発
見

し
、
安
中
市
史
に
記
載
さ
れ
た
の
で
報
告
す
る
。

其
の
一
、
五
料
茶
屋
本
陣
「
お
東
」
名
主
日
記

昭
和
三
十
九
年
二
九
六
四
）
安
中
市
文
化
財
調
査
員
木
暮
勝

弥
の
発
見

安
中
藩
で
は
安
政
三
年
二
八
五
六
）
四
月
か
ら
十
月
の
間
、

領
内
五
料
村
、
松
井
田
宿
他
八
ヶ
村
に
て
、
少
く
も
二
四
五
人
の

子
供
に
種
痘
を
施
し
、
そ
の
後
善
感
を
再
検
診
し
た
。
謝
金
は
分

限
に
応
じ
て
一
人
二
○
○
文
か
ら
一
朱
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
は
藩

医
千
木
良
昌
達
、
津
金
元
格
と
城
下
の
町
医
久
保
庭
元
立
の
三
人

が
、
順
次
二
人
組
と
し
て
巡
回
し
た
。

其
の
二
、
領
内
八
本
木
村
小
林
家
文
書

古
文
書
同
好
会
誌
ハ
ナ
ミ
ズ
キ
所
載
、
平
成
四
年
（
一
九
九

二
）
小
板
橋
喜
子
男
発
見
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安
政
二
年
（
一
八
五
五
）
代
官
久
保
庭
谷
五
郎
が
八
本
木
村
役

人
に
、
村
内
の
二
歳
か
ら
十
一
歳
ま
で
九
人
の
萢
瘡
前
の
子
供
を

報
告
さ
せ
た
。
之
は
前
出
「
お
東
」
名
主
日
記
の
一
年
前
の
事
で

あ
る
。其

の
三
、
安
中
谷
津
矢
野
家
の
襖
の
下
張
り

平
成
六
年
（
一
九
九
四
）
安
中
市
文
化
財
調
査
委
員
、
淡
路
博

和
発
見

之
は
前
出
「
お
東
」
名
主
日
記
中
の
実
施
記
録
の
郡
方
役
人
の

公
式
報
告
で
あ
り
、
役
所
の
体
制
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
即
ち
医

師
体
制
は
前
出
の
通
り
、
そ
の
際
郡
方
か
ら
石
川
氏
、
大
熊
氏
、

小
野
氏
ら
が
町
方
同
心
を
召
連
れ
て
出
動
し
、
城
下
・
安
中
宿
及

び
そ
の
周
辺
の
村
々
に
実
施
し
た
が
、
特
に
三
里
以
上
離
れ
た
飛

地
の
藩
領
六
ヶ
村
の
中
の
一
つ
、
廣
馬
場
村
が
記
載
さ
れ
て
い
る

の
で
、
領
内
全
域
に
わ
た
っ
て
役
人
に
よ
る
組
織
的
な
種
痘
事
業

が
展
開
さ
れ
た
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。

其
の
四
、
安
中
原
市
宮
口
家
文
書

平
成
十
二
年
（
二
○
○
○
）
前
出
淡
路
博
和
発
見

こ
の
新
資
料
は
安
中
藩
の
組
織
的
な
種
痘
事
業
の
原
点
を
確
認

出
来
る
、
極
め
て
注
目
に
値
す
る
貴
重
な
発
見
で
あ
る
。

御
鯛
耆

一
、
植
庖
瘡
之
義
ハ

殿
様
よ
り
被
仰
出
候
事

被
仰
付
候
以
上

医
師
安
中
伝
馬
町

嘉
永
三
佐
仲

戌
ノ
春

こ
の
触
れ
書
は
嘉
永
三
年
（
一
八
五
○
）
の
春
、
牛
痘
接
種
法

が
長
崎
に
お
い
て
、
モ
ー
ニ
ッ
ヶ
か
ら
佐
賀
藩
医
楢
林
宗
建
に
伝

え
ら
れ
た
翌
年
、
江
戸
お
玉
池
種
痘
所
、
大
阪
除
痘
所
の
設
立
か

ら
は
、
実
に
八
年
前
早
く
も
種
痘
事
業
が
発
足
し
た
事
は
注
目
に

値
す
る
。
藩
主
板
倉
勝
明
は
甘
雨
亭
と
号
し
、
数
多
の
著
書
を
残

し
、
藩
校
を
建
て
て
俊
英
を
養
い
、
同
志
社
創
立
の
新
島
襄
は
そ

の
一
人
で
あ
る
。
藩
主
は
中
風
に
か
か
り
、
伊
東
玄
朴
よ
り
診
療

を
受
け
て
い
た
が
、
安
政
四
年
二
月
逝
去
し
た
。
安
中
藩
の
極
め

て
早
期
の
種
痘
が
実
施
さ
れ
た
の
は
、
こ
の
伊
東
玄
朴
と
の
関
係

に
よ
る
と
思
わ
れ
る
。

（
碓
氷
安
中
医
師
会
会
史
編
集
委
員
会
）


